
高等学校 

大会主題  「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた体育学習の展開」 

研究主題  「生涯にわたって継続して運動に親しむ態度の育成を目指して」 

 

Ⅰ 研究の概要  

１ 主題設定の理由 

（１） 今日的課題から 

平成３０年に高等学校学習指導要領が公示され，高等学校保健体育科の目標が「体育や保健の見

方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を

一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを継続するための

資質・能力を次のとおり育成することを目指す。」と定められた。 

そのため学校では，生徒の運動に対する経験・能力・興味・関心等の多様化を踏まえ，生徒の実

情に応じて自ら運動に親しむ能力を高めるとともに，運動を日常生活の中に積極的に取り入れるよ

うに働きかけ，高等学校卒業後に少なくとも一つの運動を継続することができるような資質・能力

を育成することが重要となった。 

 その意味では，学校生活の最終段階である高等学校のもつ役割は重要であり，生徒に運動の重要

性，大切さを正しく認識させる必要性があると考える。 

本校の生徒の実情においては，運動に親しむ態度の育成と生涯にわたって運動を実践できる態度 

  と興味・関心をもたせることや仲間と協力しながら，主体的で対話的な授業への参加，運動への実

践能力を育成したいと考えた。卒業後に一つでも継続して運動が実践できるよう支援していくため

に，本主題を設定した。 

 

（２） 本校の教育方針から 

本校の学校経営方針に掲げられた教育目標は次のとおりである。 

教育目標 

豊かな心と教養を身に付け，健やかで明るく豊かな生活と社会を築くことができる人物を育てる。

生徒が夢と希望を持って学校生活に取り組み，自信を持って社会にはばたけるように，一人ひとり

の自己実現を支援する。 

 

重点目標 

 すべての教員が情熱と意欲を持って教育活動に励み，生徒が夢と希望を持って主体的に学校生活

に取り組み，保護者が誇りを持って教育活動を支援し，地域の方々が共感して応援していただける

学校づくりを推進する。 

この学校経営方針に基づき，本校の職員は教育活動に取り組んでおり，保健体育科においても，

生徒が社会に出たときに，自信を持って生活できることを目標にしている。 



（３） 本校の実態から 

本校は平成２０年４月１日に千葉県立山武農業高校と千葉県立白里高校が統合し，現千葉県立大

網高校がスタートした。当初は農業科４クラス（生産技術科・生物工学科・食品工業科・農業経済

科），普通科３クラスの７クラス編成であったが，その後平成３０年度からは，生産技術科と農業経

済科を統合し農業科・食品科学科・生物工学科・普通科２学級の１学年５クラス規模（３学年のみ

６クラス）となり現在に至っている。 

統合当時は男子生徒数が女子の生徒数より４０名ほど多く，農業科においては更にその差が大 

きかった。それがこの１，２年間で，女子の生徒数の方が多くなり，現１年生では，男子８８名・

女子１１３名と統合時とは逆の状態になってきている。このことは部活動においても，授業におい

ても大きな変換期を迎えることになった。 

本校の生徒の実態としては，運動に対する意欲や関心があまり高くない生徒が多い。そのため， 

体育授業における参加状況は芳しくなく，生徒間の指示や声かけはあまり行なわれていないのが現 

状である。 

《部活動・運動に関する調査》 対象：全校生徒 

【調査内容】 

①部活動への参加の有無。 

②部活動加入者の内，運動部の割合。 

③運動部活動加入数。 

④部活動に入らない理由。 

⑤運動が好きかどうか。 

⑥運動が好きではない理由。 

⑦高校卒業後にやりたい運動の有無。 

⑧運動を行う事の大切さについて。 

 

【調査結果】 

①部活動への参加の有無・②運動部活動加入者の割合 
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①部活動への参加の有無・②運動部活動加入者の割合 

   
③運動部活動加入数 

 バスケ バレー サッカー 野球 陸上 Sテニス 卓球 柔道 剣道 女マネ 合計 

１年 7 5 5 0 2 3 3 5 1 7 38 

２年 6 2 ７ 2 1 5 5 2 1 2 33 

３年 0 5 7 2 2 3 3 4 3 2 31 

合計 13 12 19 4 5 11 11 11 5 11 102 

④部活動に入らない理由 

・高校で部活動をやる自信がなかった。 ・入りたい部活動がなかった。 

・アルバイトをしたいから。      ・面倒臭いから。 ・経済的な理由から。 

・運動をして大きなけがをしたから。   ・ゲームをしている方が楽しいから。  

 

⑤運動をするのが好きですか。        ⑥運動が好きではない理由 

  ・体を動かす事が苦手である。 

  ・面倒臭いから。 

  ・体力に自信がない。体が弱いから。 

  ・運動ができなくて，周りからからかわれた事 

がある。 

  ・人間関係のいざこざなど。 

                         

⑦卒業後にやりたい運動がありますか。      ⑧運動を行う事は大切だと思いますか。 
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《調査結果及び授業における生徒の参加状況からの考察》 

  ・運動部への加入状況は各学年とも４分の１にも満たない。そのため，授業においても部活動の 

生徒がリーダーシップを取ることや教え合う場面が少ない。 

  ・本校の生徒の運動に対する参加意識は高いとは言えない。しかし，運動をすることへの抵抗は 

少なく，運動をやりたいと思っている生徒は多い。 

  ・運動や体育の授業を行うことが，面倒臭いと思っている生徒が多数いる。（授業を妨害する生徒 

はいない） 

  ・運動を行う事の大切さは自覚していても，生涯にわたり運動を継続する意識が低い。（方法を理 

解していない，やり方が分からない） 

２ 研究の目的  

  ①生徒が積極的に楽しく授業や運動に参加する事について，明らかにする。 

  ②生涯にわたって継続して運動を実践していくために必要な知識・能力・技能の習得の方法を，生 

 徒ができる限り自分たちで考える支援について明らかにする。 

③仲間と協力する力を付けながら，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた体育学習の展開につ

いて明らかにする。 

３ 研究の仮説 

〈仮説１〉 

   

   

〈仮説２〉 

  

 

 

 

４ 研究の方法 

（１）仮説１について 

課題解決に向けてのグループ学習の場を設定する。その中で教え合い，技能の確認をするように 

支援する。注意点としては直すところを強調するより（直さなければいけないところは，できる限 

り教師が行う）良いところを認め合うように指導する。 

（２）仮説２について 

ゲームを行う上でのチームや特設ルールを自分たちで考えさせる。ゲーム終了後にルールやチー 

 ム分けの反省を指導し，次時間に生かせるように助言する。練習やゲームに積極的に参加する人数 

を増やし，楽しくゲームができるように計画する。今まで，運動することや体育授業に積極的に参

加していなかった生徒が，何らかの形で授業に参加できたという経験をさせる事で，運動に前向き

に取り組めるようにする。 

教えられるより，教え合う方が楽しく運動ができ，習得もしっかりできるであろう。 

でき 

練習やゲームにおいて，生徒たちがルールを決めたり，ゲームのやり方を工夫（苦手な人の事を

考えて）したりすることで，体育の授業さらには運動が好きになり，生涯にわたって運動を実践し

ていくための基盤づくりができるであろう。 



Ⅱ 研究の実際  

１ 仮説１について 

（１）実施時期 

   平成３１年４月１日～平成３１年４月２５日 

（２）対象 

   １年生男女 

（３）指導内容 

   １年生の年度当初に指導しているラジオ体操の習得で，研究を実施した。 

（４）指導の実際 

   例年，教師が前に立ちラジオ体操を指導して（３時間）から，スキルテストを行っていた。その

後は授業の準備運動の中にラジオ体操を入れて準備運動を行っていた。 

   本年度は仮説１を検証するために，最初だけ教師が見本の動きを見せた後は，グループを作り， 

生徒同士が教え合いながら練習するようにした。そのときの注意点としては， 

①リーダーが中心となり，練習の方法を作成する。計画に関しては，担当する教師に報告して，ア

ドバイスを受ける。（教師はアドバイスのみにとどめ，できる限り生徒たちの計画を尊重する。） 

   ②グループの目標を設定させる。楽しく練習できる方法を話し合わせる。 

③グループ別発表に向けての反省会の時間を毎時間設け，次の時間に修正できるようにすること 

を意識させる。 

（５）指導の検証 

   ・グループ別発表の姿や通常の授業でのラジオ体操の様子から検証する。 

      【グループ練習】             【グループ教え合い練習】 

  



２ 仮説２について 

（１）実施時期・対象 

   令和元年６月４日～７月２日・２年生女子（１クラス，２１名） 

（２）対象生徒の状況 

  ・運動部への加入生徒数は０であり，文化系活動部に２名で，他は部活動未加入である。 

・運動が嫌いな生徒が約半数おり， 理由としては「体を動かすことが苦手」と回答した生徒が多く， 

運動ができなくて，周りから冷やかされて運動が嫌いなった生徒も数名いる。 

・全員が運動を行う事は大切であると思っているようだが，「卒業後も続けたい（やりたい）運動が 

あるか」という質問には，全員が「ない」と回答している。 

（３）指導内容 

   バスケットボールの授業展開で研究を実施（時間数１０時間） 

（４）指導の実際 

  ①１～３時間までは教師が主導して授業を展開。（基本的な技術について）この間に，体育委員を中 

心にリーダーシップが取れそうな生徒を数名ピックアップする。 

②体育委員とリーダー生徒達に練習内容を検討させ，また，どのような技術の練習が必要か考えさ 

せた。 

 

   

③４時間目からは練習の時間とゲームの時間を半々にして授業を展開。その際のチーム作りは最初 

だけ教師が行い，その他は生徒に決めさせた。 

 

 

 

  ④授業の終わりに反省を行い，次の時間への改善点を考えさせると共に，どうすればみんなが楽し 

くゲームに参加できるかを考えさせた。 

   

 

 

 

  ⑤話合いを受けての解決の方法 

   

 

 

 

          

難しい事より簡単なことを確実に身に付けたい。ゲームで多く使える技術を練習したい。 

○ゴール下シュートの数で  ○仲良しグループ  ○出席番号順  ○生年月日 

○身長別   ○出身中学，出身地域  ○血液型  ○生まれの星座 

○チームの編成で，どうしてもチーム力に差が出てしまう。 

○試合の勝ち負けを明確にしないでゲームを行いたい。 

○できるだけ気の合った人と同じチームになりたい。 

○ゲームを行う上でなるべく難しいルールを設けない。（バックパス，３・５秒ルール，など） 

○ゲームは明らかな勝敗の付かないワンゴールマッチのゲームとする。 

○チーム分けの結果，力に差のあるチーム分けになったときには，ハンディを与える。 

（特別シューターを設けるなど） 

 



（５）指導の検証 

   教師が主導した時の参加状況や活発さと，話合いを受けてからの活動状況・感想から調査。 

                                                                                                        

【ゲームの反省と次時に向けての話合い】                                       

 

Ⅲ 研究のまとめ  

１ 成果 

（１）仮説１について 

   ○初めてラジオ体操を体験する生徒が何名かいたが，教師が教えるより，仲間から教えてもら   

 うことの方が，素直に運動に向き合えているように感じた。実際に覚える時間も例年より短

いようであった。 

   ○グループで計画を立て教え合うことで，グループの連帯感が生まれ，その後の授業展開にお  

 いても班作りがスムーズに行えるようになった。 

   ○教師に教えられて習得したものより，自分たちで学び合ったことで，習得の程度も高く（例 

年よりその後の準備運動時でのラジオ体操をしっかり行っている。）楽しそうに体操する姿が 

多く見られた。 

○「良いところを褒められてうれしかった。」「友達ができた。」などの感想が多数あった。また  

「人に教えることの難しさを実感した」「教えることは楽しかった」との感想もあった。 

   ○仲間に教えることで，運動に前向きになれたという意見もあった。 

  ○全体としても例年より早く，また，しっかりとラジオ体操が習得できた。 

   

 

 



（２）仮説２について 

   ○チーム編成やルールを生徒達に話し合わせ決めさせたことで，積極的に授業に参加する生徒 

が多くなり，分からない事への質問事項も増えてきた。また，練習から声かけや教え合う姿

も見られるようになった。 

○強いチームができてしまうことがあったが，そのことに対しても，全員で話合いをもつこと

ができた。その結果特別シューターを作ってハンディをもたせ，ゲームを行うという案も生

まれた。特別シューターを入れてのゲームはたいへん盛り上がり，今までゲームでシュート

をしたことがなかった生徒が，積極的にゲームに参加し，ゴールをする楽しさを実感できた

ようであった。 

     

【運動（スポーツ）に対する意識の変化について】 対象：対象クラス生徒 

（運動は好きか嫌いか）指導前         （運動は好きか嫌いか）指導後 

     

（卒業後にやりたい運動があるか）指導前    （卒業後にやりたい運動があるか）指導後 

     

２ 課題 

  仮説１において，言語活動は活発になったが，まだ高校生になったばかりでもあり，言葉遣いや 

表現の仕方に支援が多く必要であると感じた。また，同じ場所で男女が別に活動していたので，新 

学習指導要領を踏まえ，一部の生徒の意見にもあった男女共習の在り方について検討していきた

い。 

 仮説２においては，楽しく運動に参加させる事を最優先したために，競技としてのバスケットボ 

ールから逸脱してしまう授業が多くなり，正式なルールでゲームをやりたかったという意見があっ

た。運動ができる生徒には物足りなかったと思われ，課題として検討していきたい。 

48%52%

運動は好きか嫌いか

好き

嫌い
81%

19%

運動は好きか嫌いか

好き

嫌い

0%

100%

卒業後にやりたい運動があるか

ある

ない

33%

67%

卒業後にやりたい運動があるか

ある

ない


